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スピノザの友人たちの思想
Thoughts　of　Spinoza’s　friends
桜井　直文
SAKURAI　Naofumi
　17世紀オランダの哲学者スピノザBenedictus　de
Spinoza　1632－1677は孤高の哲学者といわれ、同時代の
なかでも「異例」な思想を展開したといわれている。し
かし、最近の研究が示すところによれば、かれの周辺に
はかれときわめて近い思想をいだいていた多くの友人た
ちがおり、スピノザはかれらとの交わりのなかでみずか
らの思想をつくりあげていったと考えることができる
し、およそ時代とのかかわりなしに形成される思想など
ありえないとすれば、そのように考えるほうがむしろ自
然だろう。
　スピノザをとりまく人物像については、これまで日本
に十分なかたちで紹介されることはなく、それぞれの人
物の著作についてもきわめてわずかなことしか知られて
いない。したがって、順序としてはまず、重要と考えら
れるいくつかの人物をとりあげ、その著作の内容を紹介
し、検討することからはじめるのが適当だろう。2004年
度においては、アムステルダム大学Universiteit　van
Amsterdam図書館の厚意により、以下の四つの著作に
ついてその全頁をデジタルカメラにおさめることができ
た（ただし（1a）については、明治大学和泉図書館でも
所蔵）。以下に述べるように、そのいずれも、それぞれ
違った意味で、スピノザの思想の理解にとってきわめて
重要な意味をもつ著作であり、その紹介は、日本のスピ
ノザ研究および17世紀の哲学思想の研究にすくなからず
貢献すると信じる。
　（1a）と（1b）は、匿名だがいずれもロドウェイク・
メイエルの著作であると認められている。後者は前者の
蘭訳である。メイエルはスピノザにもっとも近い友人の
ひとりで、スピノザのほとんどの著作の刊行にかかわっ
ている。スピノザの『遺稿集』の編集もかれの仕事であ
る。本書は、スピノザのf神学政治論』やホッブズ『リ
ヴァイアサン』とならんで当時公的に禁書になった書物
で、ある意味でそれら以上に教会をいらだたせた書物で
ある。（2）の著者アドリァーン・クールバッハは、ス
ピノザの友人であり、かつ、その思想的な弟子であって、
スピノザがみずからの思想を著作で表明する以前に本書
を発表。それがもとで投獄され、そのまま獄死している。
本書は、当時の学術・宗教用語を平易なオランダ語で言
い換えた事典の体裁をとっており、当時の学術的・宗教
的権威を全否定した書物である。（3）の著者ストゥー
プは、オランダに侵入したフランス軍をひきいるコンデ
公の将校であって、1673年、フランス軍がユトレヒトに
駐留していたとき、コンデ公とともにそこにスピノザを
招き、親しく対話している。この著作は、当時のオラン
ダの宗教的状況を記述したものであり、とくにスピノザ
の「神学政治論』のインパクトを当時のオランダの宗教
地図のなかに位置づけている点で興味深い。（4）は、
そのタイトルからもうかがわれるように、（3）が、オ
ランダを宗教的に堕落した国ときめつけようとしている
ことに対して反論した書物である。（3）とともに、も
っとも早い時期にでた『神学政治論』に関する議論を含
んでいる。
　一（1a）Anonymous【LodeWijk　Mejjer］，　PHILOSOPHIA
S．SCRIPTURAE　INTERPRES；Exercitatio　Pαrαdoxα，　In
qua，　veram　Philosophiam　infallibilem　S．Literas
interpretandi　Normen　esse，　apodicticもdemonstratur，＆
discrepantes　ab　hac　Sententiae　expenduntur，　ac
refelluntur．　PαntαdoiCimα2θte，　to　iCαton　iCαtichete．
lThess．　5．　vers．　21．　ELEUTHEROPOLI　［Amsterdami，
J．RieuwerstzL　Armo　MDCLXVI【1666】．
　一（1b）Anonymous【Lodewijk　Meijer】，　DE　PHILO－
SOPHIE　d，UYTLEGHSTER　der　H．SCHRIFTURE．　Een
wonderspreuck乞gh　Tractαet；Daer　in　op　een
betoogende　wijse　betooght　wordt，　dat　de　ware
Philosophie　d「onfeylbare　Regelmaet　van　de　H，Schrift　uyt
te　leggen，　en　te　verklaren　is，　en　de　ghevoelens，　die　daer　af
verschillen，　overwogen　en　wederleyt　worden．　Uyt　het
Latijn　vertaelt．　Beproeft　alle　d血ghen：behoudt　het　goede．
1．Thess．5．vers　21．　Te　VRYSTADT，　Voor　de　Liefhebbers
van　de　ware　Uytleggingh　der　H．Schrift，1667．
　一　（2）Adriaan　Koerbagh，　Een　Bloemhof　van　allerley
lieflykheyd　sonder　verdriet　geplant　door　Vreederyk
Vaarmond／ondersoeker　der　waarheyd　／　tot　nut　en　dienst
van　al　die　geen　die　der　nut　en　dienst　uyt　trekken　w且．　Of
een　vertaaling　en　uytlegging　van　al　de　Hebreusche！
Grieksche／Latynse／Franse／en　andere　vreemde
bastaart－woorden　en　Wijsen　van　spreeken　／　die（it　welk　te
beklaagen　is）　soo　inde　Godsgeleertheyd　l　regtsge－
leertheyd／geneeskonst／als　in　andere　konsten　en
weetenschappen／en　ook　in　het　dagelijks　gebruyk　van
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spreeken／inde　Nederduytse　taa互gebruykt　worden／
gedaen　door　Mr．　Adr．　Koerbagh／regtsgeL　en　geneesmr．
tロAmsterdam／Gedrukt　voor　den　Schrijber．　In　lt　jaar　1668．
　一（3）Anonymous【Jean－Baptiste　Stoupe1，　LA
RELIGION　des　HOLLANDOIS，　Represent6e　en　plusieurs
lettres　6crites　par　un（）ffictθr（オθZL4臓（施Ro鉱Aun
Pasteur＆Professeur　en　Theologie　de　Berne．　A
COLOGNE，Chez　PIERRE　MARTEAU，1673．
　一　（4）Jean　Brun，　LA　VERITABLE　RELIGION　des
HOLLANDOIS．　Avec　une　APOLOGIE　Po田r　LA　RELIGION
Des　Estats　Generaux　des　Provinces　Unies．σo？ztre　tθ
Libelle　Dzffamatoire　de　STOこfl～E，　Qui　a　pour　Titre　La
RELIGION　des　HOLLANDOIS，　Represent6e　en　plusieurs
lettreS　6CriteS　par　un（）LOricter　dθ　t　nrme’e　du　Roy，　a　Un
Pasteur＆Professeur　en　Theologie　ti　Beme，　Par　JEAN
BRUN，ハ4乞n乞5孟γθ伽Ro〃dθ514rm6es．　Haec　casti　maneant
in　Religione　Nepotes．　Cy　estゴo乞？z‘LE　CONSEIL
D’EXTORSION　Ou　LA　VOLERIE　DES　FRANCOIS．
E∬θγ06θθπtαレ乞Z‘θ（オeNIMEGUE　pαr　le　Commt5sαire
METHELET　et　ses　s2epδts．　A　AMSTERDAM，　Chez
ABRAHAM　WOLFGANK，1675．
